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公共交通利用促進モデル事業

１ 事業の背景と目的

（１） 石巻・下条地域について
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（２） 「柿の里バス」の概要

〈運行開始日〉 平成２２年１０月４日
〈路線名〉 北部石巻西川・賀茂線、北部下条・森岡線
〈車両形態〉 ジャンボタクシー(定員９名) ２台使用
〈運行ルート〉 ●北部石巻西川・賀茂線

石巻西川⇔和田辻東⇔神郷公民館⇔アイセロ化学北⇔赤岩口⇔豊橋医療センター

●北部下条・森岡線
天王公会堂⇔和田辻東⇔森岡⇔アイセロ化学北⇔赤岩口⇔豊橋医療センター

〈運行本数〉 １日３往復(６便)
〈運行日〉 月曜日から金曜日の平日

但し 西川・賀茂線は火、木曜日、下条・森岡線は月、水、金曜日
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石巻西川･賀茂線

下条･森岡線

「柿の里バス」バス停

豊鉄バス・路面電車
乗換えバス停

下条･森岡線第１便運行経路

運行経路

石巻西川・賀茂線

停留所数 ２２カ所

総延長 ２２㎞

下条・森岡線

停留所数 ２０カ所

総延長 １７㎞
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組織は自治会、老人会、民生委員、社会教育委員など構成している。

（３） 石巻・下条地域交通推進委員会について

安全に安心して豊かな生活
地域の住民が主体
持続できるマイバス

（４） 石巻・下条地域交通推進委員会「柿の里バス」出発までの活動

• アンケートの実施、運行経路及びダイヤ等の検討
• バス停留所スタンドの作成と設置
• チラシ、ポスターなどの作成と配布
• 大段幕の作成やマスコットの考案
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（５） 石巻・下条地域交通推進委員会「柿の里バス」出発からの活動

（６） 事業の目的について

• 地域の住民や地域外の人たちに、「柿の里バス」に広く関心を持ってもらい、
利用促進計るとともに「柿の里バス」を愛してもらうこと。
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２ 事業の概要

平成２２年

１０月

平成２２年

１１月

平成２２年

１２月

平成２３年

１月

平成２３年

２月

① ポイント
カードキャン
ペーン

② パンフレ
ットの作成

③ 公共交通
マップの作成

④ チラシ等
配布用ラック
の作成

企画の検討

チラシの作成と各戸配布

景品・カード等の準備と協賛の依頼

検証
キャンペーンの実施

企画の検討
印刷と各戸配布

豊橋駅・沿線施設などで配布

PRコーナーの企画 取材

印刷

（１） 事業実施スケジュール
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乗車区間に応じて１～２ポイントを付与する。

５ポイントためると、景品を贈呈。

（２） ポイントカードキャンペーン

① 事業内容

② 工夫したポイント

景品等に貼るシールの作成。

協賛事業所の開拓（JA豊橋、三菱レーヨン）
キャンペーンチラシへの時刻表印刷。

（３） 地域向けパンフレットの作成

① 事業内容

② 工夫したポイント

６校区の住民に対して使いやすさを提案。

各戸に配布。

沿線店舗への協力依頼

「柿の里バス」利用法の提案をした。

（４） 公共交通マップの作成

① 事業内容 柿の里バスに乗っておでかけ案内を掲載した。



公共交通利用促進モデル事業

３ 事業の実施結果

（１） ポイントカードキャンペーン

① キャンペーンチラシの作成と配布

№ 配布対象先 部数

1石巻中学校区・下条校区 5,000 

2鷹丘校区 200 

3豊橋駅 200 

4沿線地区市民館 250 

5「柿の里バス」車内 100 

6豊橋市役所 100 

7その他 150 

計 6,000 
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② ポイントカードと景品の配布

カードの配布枚数 約８０枚
景品交換者数 ２７名

景品は協賛事業所からの協
賛金で購入したり、寄贈品を
用いた。

景品には「柿の里バス」の
シールを貼った。
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（２） 地域向けパンフレットの作成

• 配布先はチラシと同様に地域内全戸に配布
• また、校区市民館、郵便局、農協店舗で
• 和田辻周辺の店舗や喫茶店などでも依託配布した。
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（３） 豊橋市公共交通マップの作成
（４） 配布用ラックの製作
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４ 事業の実施結果

（１） 月別利用者総数と1日あたり平均利用者数の推移

月別利用者総数と日当たり平均利用者数
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（２） 月別便数別利用者総数と月別地区別乗降者数
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５ 今後の課題及び展開

（１） 「柿の里バス」の課題

隔日から毎日運行へ。

乗車時間帯は午前中が多い。

地域外からの利用者を増やす。

通学など定期的利用者の獲得。

目的地などニーズの多様性への対応。

「柿の里バス」を日常生活に組み入れる。

地域の人たちに愛される「柿の里バス」へ。

（２） 事業から得られた成果

利用者数の増加。

地域外利用者数の増加。
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（３） 今後の展開

地域住民が愛着を持って育てるバスへ：

持続的に省エネをはかり、高齢者の交通事故
を防止するなど安全・安心で住みやすい地域へ

地域外の人たちに石巻・下条地域を再認識：

豊かな自然を育んで、活力のある地域へ


